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全体概要

共通テーマ
「CBDC×トークナイゼーションでつくる新しい金融インフラ」

※トークナイゼーション：資産をブロックチェーン上でデジタルトークンに変換すること

本日発表するAPIサンドボックスの実験ユースケースは３つ

１．CBDC×国債トークン（TIS単独）

２．国債×PBMトークンの連動（NRI様共同）

３．CBDC backed StablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）
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全体概要

１．CBDC×国債トークン

金融機関が日本国債を担保とした国債トークンをブロックチェーン上で発行し、個人ユーザーが
日銀API（CBDC）から購入、利子払、償還ができるユースケース

→米国で先行するMMFトークン（短期金融市場流動性ファンド）と同様のスキームを
CBDCと連動させて日本国債でもやってみよう！という試みです。

伝統的な金融商品
（例:国債）

オンチェーン資産
（例:ステーブルコイン）

両者をつなぐ
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全体概要

２．国債×PBMトークンの連動（NRI様共同）

CBDCからアセット化されたトークンをブロックチェーン上のブリッジ機能を利用することでシームレスに
特性を変えながら価値移転するユースケース

→NRIさんがブロックチェーンでPBM（用途制限）トークンのユースケースを構築されている。
ブロックチェーンを使う意義とは「相互接続性」であるため
円ペッグのトークン化されたそれぞれのアセットを連動させてみると面白そう！という試みです。
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全体概要

３．CBDC backed StablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

日銀API（CBDC）からパブリックチェーン（テストネット）上にステーブルコインを発行し、クロスチェーン、
SWAPや流動性提供といったDeFiでの活用するユースケース

→暗号資産取引で既に活用されるパブリックチェーン上のDeFi（中央管理者なしに金融取引が可能）
にCBDCを活用してみよう！という試みです。

WG2 第10回会合議事より
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１．CBDC×国債トークン
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１．CBDC×国債トークン

トークンの種類
・日本国債担保型トークン （JGBs）

日本国債（個人国債）を担保とし、ブロックチェーン上で発行・取引することができるデジタルトークン
・利子払い用トークン（CBDCe）

CBDCを担保としたステーブルコイン（ERC20）／JGBsの利払いに使用

機能一覧
事業者向け機能

個人利用者向け機能
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１．CBDC×国債トークン

本取組のポイント

・日銀APIとの接続にあたっては、以下の機能を活用しています。
JGBsトークンのCBDC購入 ： HTLCを利用したDvP決済
CBDCeの発行 ： 預金用Account（Viewable属性）で担保資金をロック

・ブロックチェーン基盤としてAvalancheの個別プライベートチェーンを構築

・国債をトークン化＋CBDCと連動することで商品性向上や事務負荷軽減を図ることが可能
即時の中途換金（源泉徴収分も減算可）
自動での利子払い（日次利子払いも可）

・税金をCBDCで納付できればさらに利便性が高まる
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１．CBDC×国債トークン
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１．CBDC×国債トークン

発展形ユースケースのご紹介
※サンドボックス内で各社から頂いたご意見です（ありがとうございます！）

QR決済事業者様
債券トークン＋利払いにPBMを活用することで利払い金を貯蓄から消費へ
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１．CBDC×国債トークン

発展形ユースケースのご紹介
※サンドボックス内で各社から頂いたご意見です（ありがとうございます！）

大和証券様／SMBC様
インターバンクのレポ取引に国債トークンを活用し、CBDCを自動調達
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２．国債×PBMトークンの連動（NRI様共同）
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２．国債×PBMトークンの連動（NRI様共同）

【再掲】

CBDCからアセット化されたトークンをブロックチェーン上のブリッジ機能を利用することでシームレスに
特性を変えながら価値移転するユースケース

→NRIさんがブロックチェーンでPBM（用途制限）トークンのユースケースを構築されている。
ブロックチェーンを使う意義とは「相互接続性」であるため
円ペッグのトークン化されたそれぞれのアセットを連動させてみると面白そう！という試みです。
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２．国債×PBMトークンの連動（NRI様共同）

・step1：CBDC → 国債トークン購入
・step2：国債トークンをクロスチェーン送金（TISチェーン⇒NRIチェーン）
・step3：トークンの規格を変換（PBM（用途限定トークン）を発行）
・step4：PBMを使って店舗で決済 ⇒ 店舗はCBDCeで受け取る。
・step5：CBDCeトークンを日銀API経由でCBDCに戻す。

NRI Avalanche チェーンTIS Avalanche チェーン日銀 VPC

仲介機関 VPC

APIエンドポイント群

台帳

日銀 VPC

仲介機関 VPC

APIエンドポイント群

台帳【ユーザーA】
10 ,000  CBDC

↓
0

【ユーザ ーA】
5 ,000 国債

↓
5,000  CBDCe

↓
5,000PBM

【ユーザーA】
5 ,000  PBM

↓
0

【店舗】
0
↓

5,000  CBDCe

【店舗】
5,000  CBDC

↓
0

【店舗】
0
↓

5,000  CBDC

【ユーザーA】
0
↓

10 ,000  国債

【ユーザーA】
10 ,000  国債

↓
0

【ユーザ ーA】
0

↓ 
10 ,000  国債

step1 step2 step3 step4 step5
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２．国債×PBMトークンの連動（NRI様共同）

本取組のポイント

・日銀APIとの接続にあたっては、以下の機能を活用しています。
JGBsトークンのCBDC購入 ： HTLCを利用したDvP決済
CBDCeの発行 ： 預金用Account（Viewable属性）で担保資金をロック

・ブロックチェーン間のブリッジ機能として「Avalanche Warp Messaging」を利用

・加盟店支払いをERC20のCBDCeで実施しているが、円ペッグの国債トークンで
支払うといった発展形ユースケースも可能

（代物弁済／保有していると利払い金を受け取れる）
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２．国債×PBMトークンの連動（NRI様共同）
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３．CBDC backed StablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）
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３．CBDC backed StablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

【再掲】

日銀API（CBDC）からパブリックチェーン（テストネット）上にステーブルコインを発行し、クロスチェーン、
SWAPや流動性提供といったDeFiでの活用するユースケース

→暗号資産取引で既に活用されるパブリックチェーン上のDeFi（中央管理者なしに金融取引が可能）
にCBDCを活用してみようという試みです。

WG2 第10回会合議事より
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３．CBDC backed StablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

Step1: CBDC backed Stablecoin (YENToken) を発行
Step2: TOKI Bridgeを用いたクロスチェーン転送
Step3~5: DeFi活用
Step6: TOKI Bridgeを用いたクロスチェーン転送、CBDCに償還

日銀 VPC

APIエンドポイント群

台帳

仲介機関 VPC 仲介機関 VPC

流動性プール

DO LYEN

YEN YEN YEN YEN YENYEN

Ethereum testnet BSC testnet Ethereum testnet
日銀 VPC

APIエンドポイント群

台帳

step1 step2 step3~5 step6
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３．CBDC backed stablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

本取組のポイント

・日銀APIとの接続にあたっては、以下の機能を活用しています。
CBDC backed Stablecoinの発行 ： 預金用Account（Viewable属性）で担保資金をロック

・ブロックチェーン間のブリッジ機能として「TOKI Bridge」を利用

・個人ユーザーは安価な手数料で、外貨建てステーブルに両替することが可能

・個人ユーザーが、ステーブルコインを分散取引所で流動性提供することで、手数料収益を
得ることが可能
→CBDCの状態を貯蓄とすると、ステーブルにすることで運用資産とできる
※ただし、パブリックチェーンのため、セキュリティリスクあり・・。
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３．CBDC backed stablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

step1: CBDC backed Stablecoinの発行
概要

・ユーザーから発行リクエストを受領
・ユーザーのCBDCの残高を確認(GET/balances)、発行指定額をロック (POST/internal/transactions)

⇒ユーザーの通常口座から預金用の口座(支払い、着金に利用できない口座)にCBDCをロック
・ユーザーのウォレットにCBDC backed Stablecoin (YENToken)を発行

デモ動画の内容
ユーザーが「¥30M CBDC」 を担保にEthereum上で「30M YENToken」発行
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step1: CBDC backed Stablecoinの発行 ※デモ動画
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３．CBDC backed stablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

step2: TOKI Bridge
概要

・Datachain様のTOKI Bridgeを利用
・EthereumからBSCへCBDC backed Stablecoinを転送

デモ動画の内容
・YENToken転送: Ethereum → BSC

Ethereum : 30M YENToken → 0 YENToken
BSC : 0 YENToken → 30M YENToken

Ethereum

Re l aye r

BSC
1. ユーザーのYEN Tokenをロック

2. パケットを送信
(BSC上の送信先アドレス、送金額
などの情報を含む)

3. パケットを受信

4. 指定のユーザーのウォレットに
YEN Tokenを転送
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step2: TOKI Bridge ※デモ動画
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３．CBDC backed stablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

step3: Token Swap(外貨両替(JPY⇔USD))
概要

・日本円建てステーブルコイン(YENToken) ⇔ ドル建てステーブルコイン(DOLToken) の交換
・AMM(自動マーケットメーカー)のスマートコントラクトで自動取引
・外部オラクルから取得した為替レートに基づき取引実行、手数料自動適用

流動性プール

AMM

デモ動画の内容
・為替レート取得 ⇒ Swap実行 (15M YENToken ⇒ 約99,000 DOLToken)
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step3: Token Swap(外貨両替(JPY⇔USD)) ※デモ動画
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３．CBDC backed stablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

step4~5: 流動性提供、引き出し
概要

① ステーブルコインをペアで流動性プールに預ける。(流動性提供)
流動性提供時に付与されるLPトークンで預けた資産を引き出せる。(流動性引き出し)

② 他ユーザーのスワップ手数料が流動性引き出し時に利益として分配される。

デモ動画の内容
・流動性提供：10M YENToken + 約66,000 DOLToken

(流動性提供後、他ユーザーによるスワップを実施)
・LPトークンにて引き出し：約12M YENToken + 約54,000 DOLToken → 総価値計算で約30,000円の収益獲得

流動性プール

AMM

①

②
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step4~5: 流動性提供、引き出し ※デモ動画
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３．CBDC backed stablecoinのDeFi活用（Datachain様共同）

step6: TOKI BridgeとCBDCへの償還
概要

・BSCから EthereumへCBDC backed stablecoinを転送 (step2の逆プロセス)
・ユーザーのウォレットからCBDC backed Stablecoin (YENToken)を償還(焼却)
・ユーザーの預金用口座(支払い、着金に利用できない口座)にロックされていたCBDCを通常口座に戻す。

デモ動画の内容
・YENToken転送: BSC → Ethereum

BSC : 約17M YEN → 0 YEN
Ethereum : 0 YEN → 約17M  YEN

・CBDCへの償還
YENToken : 約17M YEN → 0 YEN
CBDC :           ¥0 CBDC→ 約 ¥17M  CBDC
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step6: TOKI BridgeとCBDCへの償還 ※デモ動画





VISION

The Internet of Blockchains



ARCHITECTURE



HOW IT WORKS 



HOW IT WORKS 



INTER BLOCKCHAIN COMMUNICATION (IBC)

Chain A Chain B

App layer

Transport layer

Client layer

ibc-app
(ICS-20,27, 32, etc)

ibc-module

Light client B
(ICS-02)

ibc-app

ibc-module

Light client A
(ICS-02)

relayer
ICS-18

IBC-TAO

Channel&Packet
ICS-04

Connection
ICS-03



PARTNERSHIPS and PROJECTS

Top institutions are exploring 
opportunities to integrate with 
TOKI core infrastracture

and more…



THANK YOU


